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1. 自動車製造に欠かせない鉄

一般的な自動車は、重量ベースで約 7 割

程度の鉄が使用されており、車体の内・外板

パネルやボディ骨格部材から細かな部品ま

で、広範にわたっています。鉄は自動車の主

要材料として歴史が長く、アルミニウム合金

やマグネシウムなどの他の材料に比べて安価

であることや、延性に優れ容易に加工できる

という特徴を持っています。また、世界各地

で入手しやすいことからも、自動車産業には

なくてはならない素材です。

自動車向けは世界の粗鋼生産数量の約

10％を占めており、高品質が求められるた

め、日欧米の主要鉄鋼メーカーが優位性を

維持している市場となっています。「鉄」と

いっても中身はさまざまで、自動車用に使

用されるものには、普通鉄のほかに軽量化

素材とされるハイテン鋼（引っ張り強度の高

い高張力鋼板）、ウルトラハイテン鋼（超高

張力鋼板）、ホットスタンプ材（鋼板を加熱

の上、特殊加工してつくられた高張力鋼板）

が挙げられます。

2. 軽量化のニーズに応えて登場した新素材

近年世界中で加速している燃費規制強化へ

の対策として、エンジンなどの駆動部分（＝

パワートレイン）の改良のほか、車体の軽量

化が進められています。しかし、軽くすれば

いいかというと、そういうわけではありませ

ん。衝突時の安全確保のため、車体強度の基

準も厳しくなっており、より軽くて強い素材

が求められています。また、高度運転支援

（ADAS）の導入、内装のラグジュアリー化

などの最近のトレンドは、車両の重量増加に

つながってしまうことから、いかに安全性や

機能性を確保しつつ環境への配慮を実現する

かという視点から、車両の軽量化が求められ

る時代となっているのです。

昨今、普通鉄では軽量化に限界があるとい
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自動車用スチールの最新動向

うことからも、前述のハイテン鋼ほかの軽量

化素材への需要が高まっています。

ハイテン鋼やウルトラハイテン鋼は、常温

でプレス（＝冷間プレス）し、前者は車両の

ボディなどの外板に、後者は、より強度が求

められる骨格部分に使用されています。プレ

ス加工には、日本の持つ高度な技術が応用で

きるほか、日本では高品位のハイテン鋼が調

達しやすい環境でもあることから、日本の自

動車メーカーと鉄鋼メーカーによる開発が先

行し、欧米自動車メーカーに比べ日系自動車

メーカーで積極的に採用されてきました。今

後は新興国においてハイテン鋼の採用増加が

見込まれています。

一方、ホットスタンプは、鋼板を約 900℃

に加熱し、柔らかい状態でプレス（＝熱間プ

レス）する工法で、これに用いられる鋼板が

ホットスタンプ材です。北米・欧州での開

発・利用が先行しましたが、日本においても

徐々に需要を伸ばしています。ホットスタン

プは、通常の冷間プレスに比して、加熱・冷

却の工程が増え、生産性を下げることから、

性能の良い冷間プレスが入手しやすい日本で

は利用が進みませんでしたが、近年は、国内

における高い衝突安全基準が求められるよう

になったことや、加熱炉や冷却方法の技術開

発による生産性の向上によって需要が高まっ

ており、トヨタの「TNGA（Toyota New 

Global Architecture）」、 ス バ ル の「SGP

（Subaru Global Platform）」のほか、軽自

動車であるホンダの「N － BOX」などで採

用されています。

3. 自動車用素材の今後

欧米では大型車や高級車の比率も高く、今

後 10 年間で車体重量が 15％以上減少する

予測もあります。素材別でみた場合、特に

欧米では普通鉄の使用率が半減する一方、
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ホットスタンプや、その他の軽量化素材であ

るアルミニウムや合成樹脂などの非鉄・樹

脂素材の使用増加が見込まれています。中

で も「CFRP（Carbon Fiber Reinforced 

Plastics）」と呼ばれる炭素繊維で強化され

たプラスチックは、普通鉄に比べて軽量（4

分の 1 程度の比重）であり、10 倍の重量比

強度を持っていることから、日本の自動車

メーカーでも徐々に採用が進んでいます。し

かし、鉄に比べ非常に高コストであることが

課題です。その点ではコストの安い鉄の優位

性は明らかです。日本も含め、世界では、延

性・強度共に期待できる第三世代のハイテン

鋼の開発も進んでいます。またダイムラー、

BMW やアウディをはじめとする欧州の自

動車メーカーは、高級車を中心にアルミニウ

ムだけでなくマグネシウムなどの非鉄素材や

樹脂素材とホットスタンプを組み合わせたマ

ルチマテリアルによる軽量化にも取り組んで

います。

鉄は長く使われてきたこともあり、コスト

面や安定したサプライチェーン、使い勝手の

良さという点からも自動車用素材において欠

かせない素材です。だからこそ、安全性やコ

ストに見合った自動車の軽量化を実現すべ

く、丸ごと非鉄・樹脂素材に切り替えるので

はなく、異なる材料を接合する異種材料接合

技術の開発が進んでいるのです。

（ご紹介）

住商アビーム自動車総合研究所について

私たちは、自動車産業をコア事業と位置付

ける総合商社の住友商事と、日系大手コンサ

ルティング・ファームのアビームコンサル

ティングの合弁事業として設立されました。

設立以来、独自の自動車業界特化型コンサル

ティングを推進しています。自動運転、パワー

トレイン革新などの自動車を取り巻く環境変

化を捉え、スマートモビリティ社会の実現に

向けた研究活動や、政府・企業のコンサルティ

ング支援を行っています。
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伊藤直樹、椎名彩衣）　

成田シニアマネージャー

JF
TC


